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｛前説｝

スタッフ、実際に上演前には携帯電話の音についてや

お手洗いの案内などで、何度か舞台上に足を運ぶ。

スタッフはテレビ局のＡＤとして演じ、客席に向かって拍手の練習などを

させたりと頑張って場を和ませてください。

やがて上演時間が迫る。

スタッフ　　それでは準備のほうはよろしいでしょうか。本番三十秒前！お静かにお願いします。照明さーん！スタンバイオッケーですかー！

照明さん　　オッケーでーす！（本物の方にお願いしてください）

スタッフ　　音響さーん！スタンバイオッケーですかー！

音響」さん　オッケーでーす！（本物の方にお願いしてください）

スタッフ　　では本番、はいりまーす！五秒前！四、三、（二、一は無言で指でカウント）

本番が始まる。

スタッフは照明の切り替わりと同時に切れ良く舞台上から消える。

｛１｝

                  陽気な音楽。明るくなる。

                  階段には８人の男女が座っている。拍手をする８人。

                  マイクを持ってにこやかに立つ辻正己と長谷川俊一。

辻        まるまる！

長谷川    すごすご！

二人      まるすご・テレビ、

８人      ショッピング！イエーイ！！（拍手）

長谷川    健康と安全をお届けする、まるすご・テレビショッピングのお時間で

          す。司会は、私、長谷川俊一と、

辻        辻正己です。そして、（階段を指す）商品モニターの皆さんです。

８人      イエーイ！！

長谷川    さて、本日も、ヘルシー・ビューティ・セイフティでお馴染の有限会 

           社ＨＢＳの素晴らしい商品を、まるまるお得なお値段でご提供してい 

         きたいと思います。では、商品番号１番！

                  モニターの一人（女）が、にこやかにショルダーバッグを持っ

                  て降りてくる。

長谷川    所で辻さん、ご存じですか？ショルダーバッグって、ひったくりに、

          最も狙われやすいんだそうですよ。

辻        はー、そうだったんですか。女性の暗い夜道でのひとり歩き…危険で

          すねえ。

長谷川    そこでわがＨＢＳの開発したこの商品、ファッションバッグ「トッテ

          ミーナ」をご紹介します。

辻        …一見、普通のバッグの様ですが…。

長谷川    そう見えるでしょう、ところがこのバッグには、すごい秘密が隠され

          ているんです。それをお見せしたいんですが…、ええと、それでは、

          どなたか男性の方、ご協力お願いします。（モニター男Ａに）ああ、

          あなた、どうぞこちらへ。

                  Ａ、照れながら降りてくる。

長谷川    「トッテミーナ」の性能をご覧いただくため、実演させていただきま 

          す。（Ａに）それでは、あなたが犯人役ということで彼女のバッグを

          ひったくって下さい。

Ａ        あ、はあ。

                  Ａ、女の背後からバッグをひったくろうとする。

                  バッグのひもを離さず必死に抵抗する女。

                  ひもが、伸びる。

辻        おおっ！

長谷川    ご覧下さい！ひったくろうにもそう簡単にはいきませんね。その上、

                  女、お約束としてひもを離す。

                  ゴムぱっちんで、吹っ飛ぶＡ。どよめくモニター。

辻        すごい仕掛けだ！防御よりも攻撃しなければ身を守れない、今の時代

          にぴったりですね。（Ａと女に）ありがとうございました

。

                  階段へもどる二人。

長谷川    インドネシア直輸入の天然ゴム使用。色はブラウンとブラックの二色 

         をご用意させていただきました。

辻        プラダ風デザインが、おしゃれですね。

長谷川    発売記念特別キャンペーンとして、今ならなんと、もう一つお付けし

          てこのお値段！一万九千八百円！！

辻        ええっ！このバッグが、二つで一万九千八百円！？

８人      安ーい！！（拍手）

長谷川    同じ色をスペアとして持つもよし、二色揃えてコーディネートに活か 

         すもよし。この期間だけ、今だけのお買い得商品です。

辻        いやあ、男の私でも、欲しくなってしまいますよ。

長谷川    お電話での受付は、午後三時までとなっております。受付電話番号は、

８人      （電話番号ソングを歌う。全員、番号がバラバラ。）

辻        電話番号は、くれぐれもお掛け間違えのないようにお願いします。

長谷川    それでは、また明日、このお時間にお会いしたいと思います。

二人      まるすご・テレビショッピングのコーナーでした！！

                  モニター、拍手。

                  「はい、カット、ＯＫ。」と、どこからか声が聞こえる。

二人      （モニターに）はい、お疲れ様でした。

８人      お疲れ様でした!

                  雑談をしたり、降りてくつろぎ始めるモニター達。

                  辻、長谷川、商品を片付け始める。

                  モニター男Ｂ、立ち止まる。商品の入った袋からはみだして

                  いる、青いビニールカッパ。Ｂ、そっと近づき、手に取る。

長谷川    何か。

Ｂ        あっ、すいません。

長谷川    これもウチの商品でね、今日は時間がなかったから、紹介はま、明日

          かな。

Ｂ        はあ。

長谷川    欲しいんなら売ってもいいよ。

Ｂ        いえ、結構です。

長谷川    あ、そ？…それじゃ。

                  長谷川、荷物を置きに出ていく。

                  辻、Ｂに近づく。

辻        あんな青色でよかったの？

Ｂ        えっ。

辻        はい。（四つ折りの紙を渡す。）

Ｂ        ……？

辻        気が向いたら、よろしく。

Ｂ        …あの、何ですか？

                  辻、にっと笑い、背を向ける。

                  長谷川、戻って来る。

長谷川    おい、何やってんだ。

辻        ごめんごめん。

                  Ｂ、紙を広げる。チラシの様なもの。

Ｂ        …求人広告！？

全員      ！！

                  音楽、全てを吹き飛ばす様なダンス。

                  やがて、一人づつ消えて行く人々。

                  どこへも行く事が出来ずに取り残されるＢ。

Ｂ        僕の仕事は、働いて金をもらう事です。僕が会社へ行く理由は、朝九 

          時に出社して、夕方五時にタイムカードを押すためです。残業は、何

          時まででも別にいいです。帰りの電車には、いつも同じ様な人が乗っ

          ていて、同じような顔をしてるから、何時に帰ったって同じ事なんで

          す。きっと僕も、同じような顔をしてるから、お互いがお互い、そん

          な事を思い合っているのかもしれない…。ただ一つ、はっきりしてい

          るのは、僕らが明日、何をするべきか、という事だけです。答えはも 

          う、出ていました。明日も、今日と同じ事をすればいいんです。運動 

          場のトラックを走るように、がむしゃらに、もといた場所へと、朝九 

          時から、次の日の朝九時へと、一周、二周、三周、…四周…。

                  Ｂ、ポケットから、四つ折りの紙を取り出し、見つめる。

Ｂ        …もしかしたら僕は、24時間が一日になったその時から、当たり前の

          ようにありつづけるあの空を、むしろ憎んでいたのかもしれない。

                  盛大な拍手。Ｂ、逃げ去る。

                  暗転。

                            ｛２｝

                  午後三時の鐘の音。明るくなる。

                  屋敷の大広間。小さな机が隅に一つ。他には何も無く、ただ、

                  「面接会場」と書かれた紙が壁に張ってあるのみ。

                  ６人の男女が、待ちくたびれた様に時間を潰している。

                  女の一人、多恵が坂巻篤弘(Ｂ）に話しかける。

多恵      はい、どうぞ。（大きなリボンをつけた棒付きキャンディーを渡す）

坂巻      えっ、あの…、

多恵      おやつ。遠慮しないで。

坂巻      あ、ど、どうも…。

                  坂巻、キャンディーを受け取る。全員に配り始める多恵。

                  坂巻、隣に話しかける。

坂巻      …あの。

美也子    はい？

坂巻      今、何時でしょう。時計、持ってなくて…。

美也子    鐘の音、聞こえなかったんですの？三時ですわ、十五時。

坂巻      …そうですよねえ。

                  坂巻をじろじろ見る多恵。坂巻と目が合い、顔じゅうで笑う。

坂巻      な、何です？

多恵      遅いわねえ、ねえ、そう思わない？

坂巻      え、ええ、そうですよね、面接の時間、二時半のはずなのに…。

多恵      （にこにこしたまま）みーんな不合格だったりして。

坂巻      まさか。

                  話に割り込んでくる、カヤ。

カヤ      わかんないわよー、例えば、雇い主が隠しカメラで私達の様子を  ずっ

          と見てて、どの人も気に入らなかったから、このまま放ったらかしに

          しちゃった、とかね。

坂巻      いくら何でも…、たかがアルバイトの面接に。

カヤ      でもさ、こんなに集まっちゃってるんだもん、採用するのは一名だけ

          なんでしょ、これって。

坂巻      倍率高いですよね。

カヤ      だから、わざと待たせて本性を見抜こうってつもりかも。カメラ、探

          した方がいいんじゃない？

坂巻      あはは、そんな、

多恵      あっ！（壁の隅を指さす）

坂巻      えっ！？

多恵      単純。くすくす。

坂巻      ……。（カヤに）いろんな人が来てますね。

カヤ      ほんと。ねえ、見て見て、あの人。

坂巻      え……。

                 　 カヤの指さす先に、ミリタリー・ファッションで身を包んだ 

                 　男・矢田部がいる。

カヤ      こんな場所で何考えてるのかしらね、常識がないのよ、きっと。

坂巻      …えっと、

美也子    あら、あなただって同じ様な格好をしてるじゃなくて？

坂巻      あんたに言われたくないわよ、何着飾ってんの。

美也子    似合わない人って、すぐひがむのよね。

多恵      ねー。

カヤ      何であんたが同意するのよ、なに、そのピラピラした格好っ。

坂巻      あの、あの、こんなところで、止しましょうよ、

矢田部    うるさーい！

全員      ひっ。

矢田部    面接会場を何だと思ってるんだ、私語を慎めっ。

多恵      やだ、やだ、あの人、怒ってる

。

矢田部    気を付けっ！

                  全員、思わず気を付けをする。

                  矢田部、坂巻に近づく。

矢田部    動機は？

坂巻      は？

矢田部    ここに来た動機は？

坂巻      え…だから、バイトしようと思って…。

矢田部    バイトしようと思った動機は？

坂巻      ど、どうしてですか。

矢田部    敵だからだ。

坂巻      はあ？

矢田部    採用者一名、という事は当然この中の一人しか選ばれないという事で

          もある。つまり俺達は敵どうしなんだ。相手が何者か知りたくなるの

          も当然だろう。

坂巻      そういうもんなんですか。

矢田部    今まで何をしていた。学生か？

坂巻      ……会社員でしたけど。

多恵      えー、もったいない、フリーターになるつもりなの。

坂巻      ていうか、…まあ…。

カヤ      でもさあ、もっと楽なバイト、いっぱいあるじゃん、なにもここでな

          くたってさあ。ちゃんと募集要項読んだの？

坂巻      読みましたよ、そりゃあ…。住み込みのハウスキーパー。住人の世話 

          して、掃除して…、こうみえても僕、料理とか好きだし、どちらかと

          いうときれい好きだし…。

矢田部    そうか、俺も好きだ。

坂巻      はあ。

美也子    こんな熊でも出そうな山奥なのに、本当にいいの？

坂巻      だからほっとするんです。

美也子    え？

坂巻      ……遅いですね、面接。

（辻の声）  うわああーっ！

                  突然、ドアを乱暴に開ける音。

                  叫び声と共に、走ってくる辻。

辻        うわああーっ、遅れたああーっ！…あれ？あの、面接は？

坂巻      まだみたいですけど。

辻        ほんと？ほんと？ほんと？あー、もー、良かったーっ。参ったよー、

          目覚まし止めちゃうし、電車混んでたもんだから遅刻しちゃうしさあ、

          （壁に駆け寄る）おっ、ちゃんと書いてあるじゃん、めん、せつ、か

          い、じょう。

                  辻、はしゃいであちこち走り回る。

                  ずっと気を付けをしたままの池淵に話しかける。

辻        ねーねー、面接、まだなんだね、助かったけどさ、どうしたんだろ、

          遅いよね、ここの人。

池淵      …遅いよね、ここの人。

辻        （見回して）へえー、１、２、３、４、５、６、（自分を指し）７。

          すごいね、これだけいるんだ。

池淵      （頷いて）これだけ、いるんだ

。

辻        ここって、そんなに噂になってたの？それで皆も来たんでしょう？

多恵      えへへ、ばれちゃった？

カヤ      まあ、そんなとこ。

池淵      そんなとこ。

美也子    究極の贅沢ですもの。

矢田部    いうなれば男のロマンだ。（坂巻に）なあ。

坂巻      …え？なにが。

                  間。

全員      えええっ！？

辻        知らないの？

                  ざわざわしだす一同。

坂巻      …あの、何の、事でしょう。

多恵      やだあ、この人、本当に何も知らずに来たんだあ。

矢田部    こいつ、このまま帰った方がいいんじゃないか？

美也子    まったくですわ、（池淵に）ねえ。

池淵      ねえ。

坂巻      あの、だからね、教えて貰えますか？何の事ですか、噂って。

カヤ      未来の書よ。

坂巻      は？

辻        だから、未来の書だよ。世界中のあらゆる未来が書かれている、すご 

         い物らしいよ。この屋敷の主が持っているって噂があるんだ。

多恵      そしたらここでバイト募集してるっていうじゃない、だから私、何も

          かもポイしてここに来ちゃった。

美也子    未来がわかるのなら、今までいた場所にしがみついて耐え忍ぶ必要な

          んて、ないんじゃなくて？

矢田部    未来を知るという事は、明日を手にいれる事、すなわち今日を手に入 

          れるという事になるんだ。（池淵に）なあ。

池淵      なあ。

辻        だから、こうして皆、集まってきたんだ。君、ただのお手伝いさんの

          アルバイトだと思ってたの？

坂巻      …信じられないな。

辻        え？

坂巻      だって信じられないでしょう、そんな、胡散臭い話。

                  一同、くすくす笑う。

矢田部    胡散臭いってのは、話のどこかにリアルさがあるからなんだ。リアル

          さの無い話を、人は、ホラ話と呼ぶ。

カヤ      そうよ、あんた、どっかでリアルだと思ったんだわ。そう、私達みた

          いに。

辻        未来…明日。明日、何をするべきか、その本には答えがもう書いてあ

          る。だから、何も心配しなくていい。素敵だと思うけどなあ。

坂巻      そうかな。

辻        どうして？

坂巻      何が起こるかわからないから、未来って素敵なものに思えるんじゃな

          いですか？今の積み重ねが、未来につながるんでしょう。

全員      ………。

坂巻      未来の書、でしたっけ？たとえ本当にあったとしても、どうせインチ

          キです。僕は、そんな物に興味はない。今に意味が持てなきゃ、明日

          なんて意味が無い…そう思いますけど。

全員      じゃあ、何でここにきたの？

坂巻      えっ…。

                  間。

                  笑い出す、坂巻。

坂巻      やだなあ、みんなだってわかってるでしょ、高かったじゃないですか、

          ここの給料。お金、貯められると思ったんですよ、こんな山奥じゃ、

          使う事もないし、

辻        今までいた場所を、思い出したくないし、

坂巻      …え？

辻        そんな時にチラシを見たからでしょ。坂巻篤弘、さん。

坂巻      ……え。

                  坂巻、ポケットから、四つ折りの紙を出す。

                  やっと辻に気付く坂巻。

坂巻      …あなたは…、

                  ノックの音。

                  スーツ姿の女・井口が威厳をもって入ってくる。

井口      お待たせいたしました。始めましょう。

                  しんとなる一同。

井口      それでは…、

              厳かにファイルを開く井口。

              なぜか鳴り響くドラムロール。

井口      発表します。…合格です！おめでとう、坂巻さん！

坂巻      へ？

                  一同、一斉にクラッカーを鳴らす。

坂巻      おめでとー！！

                  音楽。呆然とする坂巻をよそに、

                  楽しげに踊る人々。

坂巻      どういう事です！？

井口      こういう事です。

坂巻      わかるように説明してくださいよ。

井口      だから、あなた、面接に受かったんですよ。

坂巻      その事じゃなくて、

井口      あなたにお願いする仕事は、この屋敷の管理と、主の食事のお世話を

          する事です。

坂巻      その事じゃなくて…、え？ご主人って、あなたじゃないんですか？

井口      ええ。…ちょっといいですか、ご主人。

辻        なーに？井口い。

                    辻、とことこ近づく。

坂巻      ……ごしゅじんー？

辻        うん。

井口      この方はとある財閥のご子息なのです。そしてこの屋敷の持ち主でも

          あります。

辻        よろしくね、坂巻。

坂巻      ええ！？

井口      この屋敷の住人達です。

多恵      よろしく、多恵です。

カヤ      カヤ。覚えてね。

美也子    私、美也子といいますの。

矢田部    矢田部だ。俺と共に戦わないか？

カヤ      隊長、やめて下さいよ。ほら、池淵くんもさ、挨拶しときなよ。

池淵      （坂巻に）挨拶しときなよ。

坂巻      えっ、こ、こんにちわ。

池淵      こんにちわ。

井口      私、いままでここのハウスキーパーだった、井口と申します。この度、

          一身上の都合でここを退職する事になりまして。引き継ぎの者がなか

          なか現われなくて、心苦しかったのですが、これで安心してここを去

          る事ができます。しっかり励んでください。

坂巻      ちょ、ちょっと待って下さいよ、何なんです、この人達。ひとをから

          かうような真似をして。

井口      どうしても直にあなたのひととなりを見たいとおっしゃいまして。で 

          も、いいじゃありませんか、それが功を成して、合格したんですから。

坂巻      そんなの無茶苦茶だ。

井口      そういう所ですから。

坂巻      だって無茶苦茶じゃないですか、どうして合格なんですか、まだ何も 

         してないのに。理屈に合わないじゃないですか。

井口      今日の所は、ゆっくりして下さい。その話は、また明日にでも。

坂巻      明日？

                  全員、ぞろぞろ出ていこうとする。

坂巻      まってくださいよ、納得できない。あの、もういいです、ここで働く

          のはやめますから、あの、もう帰ります、ごめんなさい。

辻        無理だよ。

坂巻      え？

辻        君は、ここで働く事になる。

坂巻      ………。

                  全員、にっこり坂巻を見る。

全員      だってそう書いてあったんだから。

坂巻      ……！

                  人々、出て行く。

                  取り残される坂巻。

                           ｛２｝

                  別の空間、街中の公園。

                  回想として現われる詠子。デパートの袋を下げている。

詠子      本気なの？

坂巻      本気も何も、もう会社辞めちゃったんだ。

詠子     坂巻ってさ、いつもそうじゃない。慎重な振りしてるけど本当は先の

         事なんて何にも考えてないんだもん。

坂巻      詠子に言われる様じゃ、たしかにヤバイかも。

詠子      あのね、私は慎重じゃないかもしれないけど、ちゃんとどうすればい

          いかくらい、考えてるわよ。

坂巻      どうするの？

詠子      内緒。でもね、わくわくする事。

坂巻      わかんないよ。

詠子      いつか、教えてあげるよ、坂巻にだけ言うんだからね、誰にも教えちゃ

          だめだよ、もし誰かにいったら、友達やめるからね。

坂巻      内容知らないのに、言うわけないじゃん。

詠子      坂巻が知ってからの話よ。たとえ彼女が出来ても言っちゃだめだよ。

坂巻      いないのに言うわけないじゃん。

詠子      いつかは出来るでしょ。その時、もしも喋ったら、絶交だからね。

坂巻      はいはい。

詠子      坂巻は、これからどうするの。

坂巻      どうしようかなあ、…でも、まだいいよ、考えるのは。

詠子      そんな事言ってるうちにミイラになっちゃうよ。

坂巻      詠子みたいに稼ぐ訳にはいかないし。

詠子      確かに坂巻には無理よね。あっ、（時計を見る）やっばー！忘れてた。

坂巻      やっぱり今日、会うんだ。のんびりしてるから変だと思った。

詠子      うん、すっかり忘れてた。今日、土曜日じゃない。危なかったー。

坂巻      ナントカってセコイ会社の社長さんと夜七時、いつもの場所。

詠子     セコくないわよ、けっこうお小遣いくれるし。でもあのひと、時間に

          厳しいから大変よー、よかった、思い出して。

坂巻      ずっと忘れたままならよかったんだ。

詠子     でも思い出しちゃった。行かなきゃ。ごめんね、買物付き合わせた上          に慌ただしくなっちゃって。

坂巻      別にいいけどさ。

詠子      ごめんってば。

坂巻      詠子。

詠子      何？

坂巻      手。

詠子      え？あっ！

                  詠子、財布から指輪を取り出す。

                  左の薬指にはめる。

詠子      よかった、身に付けないと、機嫌悪くなるんだもん。でも、そういう

 所はけっこうカワイイかも。

坂巻      …好きじゃないんだろ。

詠子      好きよ。

坂巻      ……。

詠子      口は悪いけど、いい人よ。いいんじゃない、それで。

坂巻      ……。

詠子      どうしたの。

坂巻      詠子、

詠子      今度は何？

                  詠子の肩を抱こうとする坂巻。

                  詠子、するりと避ける。

詠子      坂巻ぃ、それは反則だぞー。約束したじゃん。

坂巻      社長っておっさんならよくて？

詠子      あ、かわいそー、おっさんなんて。けっこう若いよー。

坂巻      詠子、あのさ、

詠子      ごめん、もう時間ないんだ、また明日ね。

坂巻      明日？

詠子      どっか遊びにいこ。今日の埋め合わせ。ね？

                  詠子、去る。

                  坂巻、何も言えない。

                  突然鳴り響く軍隊調のマーチ。もとの空間。

                  驚く坂巻をよそにほふく前進で現われる矢田部とカヤ。

矢田部    いっち、に、いっち、に、よおーし、全体、止まれ！

カヤ      ざっ、ざっ。（ほふくのまま止まる。）

矢田部    起立！

カヤ      ばっ。

矢田部    せいれーつ！

カヤ      ぱっ。

矢田部    パイレーツ！

二人      だっちゅーの。…どあーっはっはっは！（互いにツッコミ合っている）

坂巻      ……。

矢田部    気を付けっ！

カヤ      びしっ。

矢田部    休めっ！

カヤ      だあ～。

矢田部    気を付けっ！

カヤ      びしっ。

矢田部    丁寧に、挨拶！！

二人      いつもお世話になっております。（三つ指）

坂巻      あ、いえいえ。

矢田部    よおーし、各自、自由行動！

                  矢田部、カヤ、それぞれ好き勝手を始める。

坂巻      …何してんの。

矢田部    何って、訓練さ。

坂巻      訓練？何の。

矢田部    迫り来る敵に備えてだよ。

坂巻      は？

矢田部    坂巻、そろそろ覚えた方がいいな、ここの住人達に課せられた、それ          ぞれの役割というものを。

坂巻      役割ったって、皆何もしてないじゃん、遊んでばっかり、

矢田部    馬鹿もーん！

坂巻      ひっ。

矢田部    いい加減にここのルールを覚えろよ。いいか、ここに住む人間は、自          分の最も望んでいる姿になる、それが仕事なんだよ。

坂巻      それがわかんないんだよ。

矢田部    辻さんは、俺達の未来を知っている。でも未来を知り続けるためには、          一日中未来の書を読み続けなければいけないんだ。俺達は、そんな辻          さんの代わりに、せめて自分たちが望んでいる姿でいられる事を示さ          なければいけない。

坂巻      どうして。

矢田部    あのひとが俺達の未来そのものだからだよ。

坂巻      …よくわかんないけどさ、で、二人はなんでアーミーな訳？

矢田部    よく聞いてくれた。我々は、未来の書と辻さんを守るために結成され          た、親衛隊なんだ。

坂巻      おっかけ？

矢田部    違うっ！敵と戦うんだよ、見張るんだよ、強いんだよっ！

坂巻      わ、わかった、わかったから。でも敵なんて本当にいるの？

矢田部    いるさ。長谷川という男が、手下を引き連れて何度も乗り込んで来た。          いつ決戦となるか、わからない状態だ。

坂巻      ふうん、物好きっているんだね。そんな物欲しがるなんて。

矢田部    誰でも手に入れたがる、の間違いだろ。我々は次にやつらがいつ襲っ          て来ても慌てない様にこうして日々訓練を続けているんだよ。

坂巻      未来の書に書いてあるんじゃないの？そいつらがいつやって来るかな          んて。辻さんに聞けばいいのに。そうじゃない？

矢田部    あのな、そんな事して、もしも敵が永久にやって来ないとわかったら、          どうすんだよ。

坂巻      は？

矢田部    俺達の存在理由は、どうなるんだよ。

カヤ      そうよ、あんた、どう責任取るつもり？

坂巻      えええ？そ、そんなの知らないよ。

カヤ      無責任な男って最低。

坂巻      ちょ、ちょっと待ってよ、もう、わかったからさ、まあ、頑張って、 

         てきとーにやってちょうだい、じゃっ。（行こうとする）

二人      待て、待て、待てっ。

坂巻      …何。こっちは忙しいんだけど。

矢田部    おまえ、信じてないのか。

坂巻      あの変な本の事？

矢田部    お前はわかってない、全然わかってない。

坂巻      わかってるから信じられないんだけど。

カヤ      よくクビにならないわね。

坂巻      自分でもそう思うよ。

矢田部    お前があのひとのお世話をしてるんだろ、理解しなくてどうするんだ。

坂巻      僕の仕事はただのお手伝いさんなんだよ、他の事まで考えたらこっち          の身がもたないよ。そっちはそっちでお仕事すればいいし、辻さんは          本でも何でも勝手に読めばいいんだ。そうだろ？

矢田部    お役所仕事な奴。

坂巻      さっきも言ったろ、こっちの身がもたないって。じゃ、もう行くから          ね。辻さんに、夕食何が食べたいか聞いて来なきゃいけないんだから。

                  坂巻、去る。

カヤ      行っちゃった。

矢田部    さあ、我々も行くぞ。

カヤ      どこへですか、隊長。

矢田部    前進あるのみだ、行くぞ、カヤ。

カヤ      はい、隊長。

矢田部    前へー、進めっ！

                  二人、行進をしながら去る。

                  別の空間。辻の部屋。

                  未来の書を抱えて現われる辻。デスクにつき、読み始める。

                  未来の書は、ロールタオルを横に倒した様な形の巻物状の物。 

                 カバーで大部分が覆われている。

                  辻は、その文字の書いてある紙の部分を、引き出しながら

読んでいる。

辻        （突然）鍵なら掛かってないよ。

坂巻      ………。

                  坂巻、入って来る。辻、構わず読み続けている。

辻        オムライスが食べたいな。

坂巻      …聞く前に答えないで下さいよ。

辻        卵は半熟にしてね。

坂巻      はいはい。

辻        読ませる訳にはいかないよ。

                  未来の書を後ろから覗こうとした坂巻、慌てて姿勢を正す。

辻        君はこの本に興味がある癖に、初めから疑っている。この未来の書も、          僕も、ここの住人達も、ただのイカレた集団位にしか思ってない。で          も、給料を払うのがこの僕だから、適当に合わせてやり過ごそうとし          ている。

坂巻      …すごいですね、それも、そのロールタオルみたいなのに書いてある          んですか？

辻        未来の書だよ。

坂巻      はい、そうでした。

辻        折角だから教えてあげるよ。

坂巻      何ですか。

辻        君は、今日は早目に寝ようとしているみたいだけど、そうはいかない。          何故なら、今夜、君は眠れなくなるからだ。そのつもりでね。

坂巻      そうやって、人の予定を決め付けないでくれます？

辻        だって、書いてあったんだもん。

坂巻      それに？

辻        そうだよ。

坂巻      （ため息）未来がわかるって、どんな感じですか。

辻        シナリオを読んでから映画を見ている感じ。

坂巻      だとしたら辻さんは違うシナリオを読んでいるんですよ。でたらめな          シナリオをね。

辻        と、言いながらメモ帳を出す。オムライスって書こうとするんだ。

坂巻      ………。（その通りになっている）

辻        ペン貸そうか？

坂巻      …持ってますから。

                  坂巻、ボールペンを出す。しかし、インクが出ない。

ムキになってインクを出そうとする坂巻。辻、笑い転げる。

坂巻      やめて下さいよ！

辻        ペンをしまう！

坂巻      ………。（その通りになっている）

辻        君って面白いね。

坂巻      ………。

辻        ねえ、どうしてここへ来たの？

坂巻      え。

辻        こんな山奥でさ、住み込みで働こうんなんて。

坂巻      それに書いてあるんじゃないですか？

辻        人の気持ちまでは書いてないよ。

坂巻      そんな事知ってどうするんです。

辻        知りたいんだ。

坂巻      金ですよ、初めて会った時も言ったような気がするけどなあ。

辻        嘘だね。

坂巻      えっ。

辻        本当の理由は、そんな所にはない。

坂巻      人の気持ちは書いてないんでしょ。

辻        もといた世界から消えるって、どんな感じ？

坂巻      消える？

辻        消える。君は今までいた場所から去ってここへ来た、つまり、姿を消          したんだ。

坂巻      別に犯罪犯した訳じゃないんですよ。姿を消すなんて…、　

辻        （ニヤニヤしている）

坂巻      …何ですか。

辻        本当の理由なんて、どこにも無かった。

坂巻      え？

辻        理由が、見つからない。

坂巻      …どうしてそんな事ばかり言うんです？大きなお世話でしょう。

          ありもしない事を並べたてないで下さいよ。

辻        （ニヤニヤしている）

坂巻      何がおかしいんです。

辻        井口もここへ来たばかりの頃、同じ様な事を言ってたなあと思ってさ。

坂巻      井口…？井口さんって僕の前にハウスキーパーやってた人でしょ。

辻        うん。井口ね、来たばかりの頃は君みたいだった。でもね、彼女は

見つけたんだよ、理由って奴をね。

坂巻      え？

辻        ここでなら許される理由ってやつを、見つけたのさ。ビデオ、見る？

                  辻、ビデオのリモコンを押す。

                  映像として掃き掃除をしながら現われる井口。

                  かなり、どうかしてしまっている。

                  掃除をしながら、舞台を横切って消える。

坂巻      ……物凄い変わり様ですね。

辻        （しみじみと）固い性格の人だったからねー。

坂巻      これのどこが理由なんですか。

辻        立派な理由じゃないか。

坂巻      でも井口さん、ここを辞めたじゃないですか。見つけた理由ってのが          間違いだったって事にはなりませんか？

辻        ならないね。…多分、新しい理由でも見つけたんじゃない？

坂巻      わからないな。

辻        ま、いいんだけどさ、そうだ、坂巻、

坂巻      なんですか。

辻        早目に言ってあげれば良かったかな。

坂巻      だから、

辻        歯を大切にね。

坂巻      はあ？

（長谷川の声）  手を上げろ！

                  長谷川、銃を手に、飛び込んで来る。

坂巻      …な、何ですか。

長谷川    手を上げろって言ってるのが聞こえないのか！

坂巻      ちょっと、勝手に入って来て、何言ってるんですか。

                  長谷川、坂巻をいきなり殴り飛ばす。

                  びっくりしてへたり込む坂巻。

辻        何度来ても無駄だよ、長谷川。

長谷川    さあ、そいつを渡してもらおうじゃないか、辻正己。

辻        そいつ？

長谷川    とぼけるな！その、未来の書を、今すぐ渡せ！

辻        やだ。

長谷川    何ならここで撃ち殺してやってもいいんだぜ。

                  長谷川、銃を辻に突き付ける。

辻        相変わらず短絡的だね。

長谷川    （銃を天井に向けて撃つ）脅しじゃねえんだよ、次はお前の頭に

穴を開けるぞ。

                  坂巻、這って逃げようとする。

長谷川    動くな！

坂巻      ひっ。

長谷川    どこへ行くつもりだ。

坂巻      お、お、お邪魔かなーと思って…。

長谷川    確かに邪魔だな。

坂巻      へ？

                  長谷川、坂巻に銃を向け、わざと外して撃つ。

坂巻      …嘘でしょ。

長谷川    本当だ。

坂巻      それ、おもちゃでしょ？

長谷川    そう思うなら当たってみるか？

坂巻      え、遠慮しときます。あの、

長谷川    何だ。

坂巻      お金ならこの部屋じゃないと思うんですけど…。

長谷川    金？何聞いてたんだよ、強盗と一緒にするな。俺は未来の書を奪いに          来たんだよ。

坂巻      やっぱり強盗じゃないか。

長谷川    違うってのに！おい、辻さんよ、こいつの命が惜しかったら…、あれ？

                  辻、未来の書ごと、とっくに逃げ出している。

長谷川    お前、いらん子だったのか。

坂巻      そんなーっ。

長谷川    （入り口に向かって）おい！いいぞ、入ってこい！

                  覆面をした手下、走り込んで来る。

長谷川    こいつを縛り上げておけ、捕虜にする。

坂巻      ほ、捕虜？

                  手下、坂巻の腕をねじり上げ、顔を見る。

手下      ！

坂巻      ……え？

長谷川    どうした、早くしろ。

矢田部    そこまでだ！

                  矢田部、カヤと共に飛び込んでくる。

矢田部    坂巻を開放しろ。

カヤ      辻さんは我々が保護した。おとなしく降参しなさい。

長谷川    うるさい、こっちには人質がいるんだぞ。

坂巻      矢田部さん、何なんだよ、この人達！

矢田部    こいつらが我々の言っていた敵だよ。

坂巻      て、敵ったって…、

長谷川    お前はしゃべるな。矢田部、辻をここへ連れて来い。さもないと、

矢田部    さもないと、

長谷川    こいつの全身の関節をいっこづつ外した上にいたずらするぞ。

坂巻      ひえええ。

カヤ      ひっどーい！でも、ま、いっか。

坂巻      ちょっとー？

矢田部    辻さんも未来の書も渡す訳にはいかない。じゃ、坂巻、そんな訳で。

坂巻      オニーッ！鬼畜ーッ！

矢田部    と、背中を向けといて、

                  銃を乱射する矢田部。ひるむ長谷川達。

                  その隙に矢田部の所まで逃げる坂巻。

長谷川    ちっ！

矢田部    形成逆転だな、長谷川。さあ、どうする？

長谷川    （手下に）おい！

手下      （頷く）

カヤ      待て！

                  逃げる長谷川達。カヤ、手下を捕まえようとして、もみ合い                  になる。カヤ、手下の覆面を剥ぎ取る。

坂巻      …詠子…。

詠子      ………。

カヤ      えっ？

                  詠子、カヤを突き飛ばし、逃げる。

矢田部    逃がすな！

カヤ      は、はいっ！

                  矢田部、カヤ、追う。遠くで聞こえる銃声。

                  立ち尽くしたままの坂巻。

                  間。

                  未来の書を抱えた辻、戻って来る。

                  デスクにつく。

辻        …逃げられたって。

坂巻      ………。

辻        歯、大丈夫？折れたりしなかった？

坂巻      ……。（頷く）

辻        あれがそうだよ、この本を狙う敵っていうのは。

坂巻      知ってます。

辻        驚いたみたいだね。

坂巻      ………。一体、

辻      見た通りだよ。やつらは僕とこの未来の書を狙っていて、矢田部と

カヤはそれを守る。つまり、

坂巻      そんな事はいいんです。

辻        ………。

坂巻      あいつ、どうして、僕らの敵になっているんです？

辻        君？僕の敵だろ？

坂巻      ……。どうして、詠子がいるんです？

辻        さあね。

坂巻      ………。

辻        おなかすいたな、ごはん、まだ？

坂巻      夕飯が何だって言うんです。

辻        坂巻、君、自分の仕事、忘れたの？

坂巻      ………。

                  坂巻、去る。辻、しばらく未来の書に目を通す。

辻        …そんな訳で君は今夜眠れないのさ。

                  暗転。

                           ｛３｝

                  夜の浜辺。波の音が聞こえる。

                  坂巻、詠子、歩いて来る。

詠子      思ったより涼しいね。

坂巻      …どうしよう。

坂巻     どうしようもないよ、終電、逃しちゃったんだから。朝までぶらぶら

         してればいいよ。

坂巻      悪くないね。

詠子      うん、悪くない。

坂巻      前にもこんな事なかった？ファミレスで喋ってたら終電なくなって、

詠子      うん、あったあった。

坂巻      学習能力ないよな、二人とも。なんかさあ、何年経っても同じ事やっ          ていそうだよね。

詠子      そんな気がする。でも、悪くないよね。

坂巻      うん、悪くない。

詠子      何年たっても、って、何年先の事までを言うのかな。

坂巻      え？…五年とか、十年とか…。

詠子      どうして皆、明日とか、来週の話しかしないんだろう。まるで、

未来ってそこまでしか無いみたい。来年や十年先の事を、話して

くれる人なんて、坂巻くらいだわ。

坂巻      そんな事…。

詠子      そうやって皆、離れていく。

坂巻      離れていくのは詠子の方だろ。

詠子      そうかも。

坂巻      …もう、やめなよ、ああやっていろんな、

詠子      楽しくていろんな人とデートしてるのよ。

坂巻      でも金を貰ってる。

詠子      くれるって言うから貰っているだけ。…私は大人よ。

坂巻      ……。

詠子      坂巻、今からゲートボール覚えなよ、私も覚えるから。

坂巻      は？

詠子      それでね、ずっと練習続けて、二人ともチームのキャプテンに

なって、おじいちゃんとおばあちゃんになった時に対決するの。

そしてね、どっちかが全国大会で優勝するのよ。

坂巻      サッカーじゃないんだから。…でも、悪くないかも。

詠子     でしょう。二人はライバルだから、いつも火花を散らし合ってる、で 

         もいつしかお互いを心のどこかで認めあう様になって、それが

友情へと発展して行く。

坂巻      何のマンガ読んだの？

詠子      いいじゃん、でも、悪くないでしょ？

坂巻      ………。

詠子      ………。

坂巻      詠子、

詠子      何。

坂巻      あのさ、

詠子      言わないでね。…私が困る様な事は、言わないでね。

坂巻      …だけど、

詠子      あっ！

                  雨。激しく降りだす。

詠子      やだ、もう…どうしよう坂巻ぃ。

坂巻      ど、どうしようったって、

詠子      あ、あそこ、あの車庫！

坂巻      でもあれ、よその家の、

詠子      いいから！

                  詠子、坂巻の手を引っ張って走り去る。

                  明るくなる。屋敷の中庭。

                  美也子、池淵、現われる。

                  池淵は手に棒切れを持っている。

美也子    アレクサンダー！ほら、取っておいで。

池淵      取っておいで。

                  棒切れを投げる池淵。

（矢田部の声）  わんっ！

                  矢田部、犬として現われる。

                  棒を口にくわえ、美也子達の所に持ってくる。

美也子    はーい、よく出来ました。よしよし、ほら、ご褒美。

池淵      ほら、ご褒美。

矢田部    わん。

美也子    んー？どうしたの？おなか撫でてほしいの、もう、困った子ね。

池淵      もう、困った子ね。

矢田部    くーん、くーん。

美也子    よしよし。

池淵      よしよし。

                  坂巻、買物袋を持って現われる。

坂巻      ………。

矢田部    ………。

美也子    あら、坂巻さん、お買物でしたの、ご苦労様。

池淵      ご苦労様。

坂巻      あ、ど、どうも…。

                  見なかった事にして行こうとする坂巻。

矢田部    待てよ、あのさ、これは、

美也子    アレクサンダー！犬は喋らない！

池淵      喋らない！（おしおき）

矢田部    きゃいん。

坂巻      …美也子さん？

美也子    （優雅に）はい？

坂巻      あの、何、なさっているんです？

美也子    午後の風に誘われて、中庭を散策しておりましたの。坂巻さん、この

          子、私の犬で、アレクサンダーといいますの。ねえ、アレクサンダー。

矢田部    わ、わん。

坂巻      犬？

池淵      犬。

                  多恵、現われる。

多恵      きゃーっ､かわいーっ！よしよし。

矢田部    くーん、くーん。

多恵      はい、骨。（リボン付き）

矢田部    はぐはぐ。

多恵      お手。

矢田部    わん。

多恵      おかわり。

矢田部    わん。

多恵      よくできましたー！

坂巻      …どうしちゃったんです？このひと。

多恵      矢田部くん、美也子のペットなの。

坂巻      ペットお？

池淵      ペット。

美也子    私達、契約を結んでいるのよ。

多恵      だって矢田部くんたら美也子が飼ってたペットを食べちゃうんだもん。

坂巻      食べたあ？

池淵      食べた。

美也子    フランソワというとても美しい鮎でしたわ。それなのに…ううっ。

多恵      塩焼きにされちゃったの。だから罰として美也子のペットに、

矢田部    あんなもん池で飼う方が悪いっ。

美也子    池淵、おしおき。

池淵      おしおき！

矢田部    きゃいん。

坂巻      ………。（行こうとする）

多恵      ちょっとちょっと、坂巻。

坂巻      え？

多恵      買い出しに行ってきたんでしょ、頼んだもの、買ってきてくれた？

坂巻      あ、ああ…。

                  紙袋をごそごそしだす坂巻。

                  その音に反応して袋に顔を突っ込もうとする矢田部。

坂巻      こら、食べ物は入ってないってば。

矢田部    はっはっはっはっ。

坂巻      こら、もう、ハウス！

矢田部    ？

美也子    ごめんなさい、この子、まだハウス覚えてないの。

坂巻      多恵さん、はい、これ。リボンと、レースと、

多恵      センスないわねー。

坂巻      そんな事言ったって。

多恵      ま、いいか。はい、お礼。（大きくてきれいな包みを渡す）

坂巻      え、でも…、

多恵      大した物じゃないわよ。いいからとっといて。

坂巻      ありがと、あけていい？

多恵      うん。

                  坂巻、包みを開ける。本当に大した事のない物。

多恵      この前、大変だったみたいだし、ほんの気持ちよ。

坂巻      …確かに、大変だったけどね。

多恵      でもどうしてうろうろしちゃったの？長谷川達が襲ってくる事、辻く

          んに教えてもらったでしょ？

坂巻      …え？

美也子    そうよ、だから私達、あの時間、部屋から一歩も出なかった。

池淵      出なかった。

坂巻      …それ、どういう事？

多恵      未来の書に書いてあったんじゃない？矢田部くんだって、ねえ。

矢田部    わん。

坂巻      …それってさ、全部、書いてあるのかな。

多恵      全部って？

坂巻      襲ってきた連中が、どこの誰かとか。とっくに書いてあったのかな。

多恵      そりゃ、そうなんじゃない？

坂巻      ………。

                  坂巻、走り去る。首をかしげる四人。

美也子    アレクサンダー、おすわり。

矢田部    わん。

美也子    ちんちん。

矢田部    わん。

多恵      バク転。

矢田部    ……。

池淵      バク転！

矢田部    …わんー？

多恵　　　（嬉しそうに）おしおき。

池淵　　　おしおきっ（と、おしおき）

矢田部　　きゃいーん！！！

                  暗転、

                  音楽。別の空間。

                  長谷川、詠子、にこやかに登場。

長谷川    まるまる！

詠子      すごすご！

二人      まるすご・ショッピング！イエーイ！

長谷川    皆さんこんにちは。まるすご・ショッピングのお時間です。司会は私

          長谷川俊一と、

詠子      佐原詠子です。このコーナーの提供は、健康グッズから地下シェルター

          まで、健康と安心の株式会社ＨＢＳがお届けします。

長谷川    それでは早速まいりましょう、商品番号１番！

                  モニター男、スプレー缶を持って入って来る。

詠子      おや？この商品は、何でしょう。

長谷川    ところで佐原さんは健康に興味がおありですか？

詠子      …そうですねえ、いつまでも健康で、若々しくありたいとは思ってい

          ますが…。

長谷川  　そうです！今の世は健康ブーム！健康第一！しかし、そう唱え、次々

          に健康法を試したり、健康グッズを掻き集める様な人ほど、実は不健

          康な人間なのです。前より健康になったと声高に言う人のほとん

どが自分の体に潜む不健康の影に怯えているのです。若々しくありたい、

          と思うのは、すでに自分の中に潜む老いというものの気配を感じ

取っている、という事になるんですよ。

詠子      ムカつくけど、言い得て妙ですね。

長谷川    そこでわがＨＢＳが開発したこの商品！「ワカガエール」！さて早速

          こちらのモニターの方に試して頂きましょう。（モニターに）失礼で 

         すが、お年は？

モニター  ○才です。

長谷川    立派な成人男性です。あとはもう年くって行くばかりですね。

モニター  ムカつくけどその通りです。

長谷川    そんな彼ですが、この「ワカガエール」を使えば！

                  モニター、スプレー缶を吸い込む。

モニター  アレ？何ダカ少年ニ戻ッタミタイダ！

長谷川    そう！まだ明日という未来が無限大に広がった少年時代！あの頃にま

          るで戻ったかの様に、声が変わってしまうのです！

詠子      すごおーいっ！（モニターに）ありがとうございました。

                  モニター、去る。

長谷川    細胞ごと若返らせるのは不可能かもしれません。しかし、感覚を若返 

         らせる事は、可能なのです。

詠子      気は心とも言いますからね。

長谷川    さて、気になるお値段の方ですが、

詠子      お高いんでしょう？

長谷川    いいえ！当社独自の流通方法で、初めて実現したこのお値段、七千八

          百円！

詠子      ええっ！たったの、七千八百円！？

長谷川    今だけのお買い得商品です。なお、数に限りがございますので、ご注

          文はお早目にお願いします。では、次の商品にいってみたいと思いま

          す。商品番号２番！

                  坂巻、ダンサーと共に派手な照明の下、モニターとして現われる。

                  青いビニールのカッパを着ている。

長谷川    最近オゾン層の破壊などによって異常気象はもはや日常的になりまし

          た。太陽光に直接当たるのは危険だと言われ始め、外出も、とかくおっ

          くうになりがちです。そこでこの商品！「ファッショナブル・サンポ 

         シーヤー」をご紹介します。

詠子      一見、ただのカッパに見えますが…。

長谷川    注目していただきたいのは、この素材です。ＵＶカットが施されてい

          ますから、直射日光を浴びたって平気平気！皮膚に有害な紫外線を、

          全てカットします。

詠子      女性が気になる日焼けも勿論防げる、という事ですね。

長谷川    その通りです。さりげなく施された切り返しのデザインや、透き通っ 

         たブルーが、素敵ですね。

詠子      すでに全国の女子高生がチェックを入れている、という情報も入って 

         来ていますよ。

長谷川    この、「ファッショナブル・サンポシーヤー」は、ただＵＶカットに

          優れているだけではないんですよ。

詠子      えっ、他にもまだ機能があるんですか？

長谷川    何と！雨が降っても傘がいらないんです。

詠子      荷物が多い時なんかに、便利ですよね。

長谷川    それではモニターの方に聞いてみましょう。着心地はいかがですか？

坂巻      ええ、とっても軽くて、おしゃれで、イケてますよ、これ！それに、

          サウナ効果もあるみたいだし、ダイエットにもいいんじゃないですか。

長谷川    新しい発見です！見て下さいこの汗！いやあ、ヘルシーですね。（坂

          巻に）ありがとうございました。さて、気になるお値段ですが、

                  坂巻、モニターとして去りかける、が、

                  別の空間で未来の書を読む辻の姿に立ち止まる。

長谷川    今なら何とこのお値段、二万九千円！

詠子      やすーい！

                  坂巻、カッパを投げ捨て、辻の空間へと走り込む。

辻        だってさあ、

坂巻      言うなっ！

辻        どうぞ。

坂巻      …わかってて、わかっててどうして教えてくれなかったんですか！？

辻        だってさあ、言ったってしょうがないと思ってさ。君があの事を知っ

          た所で、あの二人組はやって来たし君は殴られたはずだからさ。避け

          られないんだ、どう回避しようとしても、必ず同じ結果がやって来る。

坂巻      ………。

辻        なんて事はどうでもいいか。二人組の女の方の事、だろ？

坂巻      …あんた…。

辻        言ったっていいよ、でもさ、坂巻は僕もこの本の事も、信じてないん

          じゃなかったっけ？

坂巻      それは…、

辻        彼女の事、知りたいんだ。

坂巻      ……。

辻        知った所で意味ないよ。

坂巻      どうして。

辻        気持ちまでは書いてないって言っただろ、でもさあ、

坂巻      え？

辻        彼女が急に消えたのって、結局は君のせいなんじゃないの？

坂巻      ……！

                  坂巻、辻に掴み掛かる。

坂巻      いい加減な事ばかり言うなよ！未来の書？未来がわかる？ふざけるな！

          だったらどうして今逃げなかった！それも、書いてあったからだって

          いうのか！

辻        君が僕に怒鳴りたそうだったからさ。

坂巻      ……。

辻        今日は夕ご飯、作らなくていいから。

                  坂巻、走り去る。

                  長谷川達の空間を走り抜けようとした時、長谷川、何となく

                  坂巻を捕まえる。

長谷川    あれ？

坂巻      あれ？

長谷川    よくわからないけど、ラッキー♪

坂巻      あれええっ？

長谷川    よし、詠子、こいつ捕虜にしよう。

坂巻      ……！

詠子      ええ、行きましょう。

坂巻      …詠…、

長谷川    騒ぐな。

                  長谷川。スプレー缶を坂巻の背中に押しつける。

                  知らずに両手を上げる坂巻。去って行く三人。

                  自分の空間から、それを見ている、辻。

                            ｛４｝

                  多恵の空間。

                  段ボール箱からのぞく、沢山のラッピング材料。

                  リボンで花を作っている多恵。

                  辻、入ってくる。

多恵      まさくん、見て。

辻        それって、よくプレゼントのてっぺんに飾ってある花みたいなやつ？

多恵      そうだよ。

                  手招きする多恵。

                  辻、多恵に近づく。辻の手首にリボンを巻く多恵。

多恵      私の作品。

辻        そう、多恵の作品。

多恵      ねえねえ、怒った顔してみて。

辻        え？

多恵      いいから。

                  辻、怒った顔をしてみせる。

                  笑い出す多恵。

多恵      恐くない。

辻        そう？

多恵      リボンつけるとね、怒った顔をしていても、本当は違うんだよって風

          に見える。

辻        そうかなあ。

多恵      庭の枯れちゃった木、見た？

辻        うん。

多恵      あの気味の悪い木の枝を沢山のリボンで飾ってみた。そしたらね、

          パーティーみたいに楽しいものに見えた。

辻        あれ、やっぱり多恵がやったんだね。

多恵      これでもう、夜中に目が覚めちゃっても恐くない。素敵なものになっ

          たから、恐くない。

辻        そうだね。

多恵      なにもかも全部にリボンをかける事が出来たらな。

辻        多恵。

多恵      本当は恐いことでも、嫌なものでも、もう、平気なのに。もう、何も

          苦しくないのに。

辻        出来るよ、ずっと続けていれば。

多恵      ずうっと？

多恵      うん。

多恵      いいのかな、ずうっと、続けていいのかな。

辻        いいんだよ。

多恵      こうしていて、いいのかな。

辻        いいんだよ、今日も、明日も。

多恵      明日も？

辻        もちろん。

多恵      でも明日の事なんて、わかんない。

辻        わかるよ。

多恵      え？

辻        僕には、わかるんだ。…そうだ、こうすればいい。今日の続きを明日

          もする、あさっても、その後も…どう？

多恵      いいなあ、そう出来たら。

辻        大丈夫だよ、僕と一緒だったら。

多恵      うん。

                  辻、離れていく。

多恵      まさくん？

辻        すぐ戻ってくるよ。

多恵      本当？

辻        当たり前だろ、だって、リボンがつながっている。

                  辻、リボンをつけたまま、去る。

                  多恵、リボンの端を持ったまま、待ちくたびれて眠る。

                  やがて目覚める。

                  間。

多恵      …私にとってのリボンと、辻くんにとってのリボンは、同じものでは

          なかったのかもしれない。…つながれちゃったのは、私の方だったの

          かもしれない。

                  多恵、リボンの先（舞台袖）をみつめ、引き寄せてみる。

                  なぜか矢田部がつながれて現われる。

多恵      げっ。

矢田部    「げ」？

多恵      アレクサンダー、お座り。

矢田部    何寝惚けてんだよ、もう犬の時間は終わってんだよ。

多恵      あれ、本当だ、もう十二時過ぎてる。

矢田部    美也子は俺をここに置いたまま部屋に戻っちまうしさあ、お前は俺を

          つないだままグースカ寝ちまうし。

多恵      そうだった、ごめんね。

矢田部    取ってくれよ、これ、息苦しくって。

多恵      どれ？

矢田部    うわっ、引っ張るなっ。

多恵      （リボンを解きながら）坂巻、大丈夫かなあ。

矢田部    …ああ…。

多恵      ひどい事、されてないかなあ。

矢田部    ……。

多恵      未来って、そんなに大事な事なの？

矢田部    多恵。

多恵      明日なんて来なくたっていい。

矢田部    え。

多恵      今日がずうっと続けばいい。そしたら明日の事なんて考えなくて済む 

         じゃない。

矢田部    俺達、そうしてるじゃないか。

多恵      そうだっけ？矢田部くんは明日を守ってるんでしょ。

矢田部    ……。

多恵      明日が来ないかもしれないのにね。

矢田部    …え。

                  カヤ、入ってくる。

カヤ      隊長、帰りましょう。

矢田部    カヤ。

カヤ      明日、作戦会議を開くべきです。我々は、断固戦わなくては。

矢田部    …ああ、お前の言う通りだ。

多恵      戦う？こわーい。

カヤ      多恵、恐がっていては何も出来ないわ。

多恵      カヤ、何かしようとするから恐いのよ。

カヤ      だったら、自分が何やってんだか分かんなくなればいいのよ。

多恵      あ、そっか。

カヤ      早朝、中庭に集合、いいわね。

多恵      うん。

矢田部    よし､帰ろう。

カヤ      はい、隊長。

カヤ      それじゃ、今日の朝！

                  二人、出ていく。

                  多恵、段ボールのふたを大事に閉める。

                  にっこり笑う。

多恵      十二時三十分。今日。朝起きても、今日。朝なんて恐くない。…おや

          すみなさい。

                  嬉しそうに寝室へ消える多恵。

                  雨音。

                  別の空間。

                  詠子、坂巻と共に現われる。

詠子      適当に座って。

坂巻      逃げるかもしれないよ。

詠子      真夜中で雨が降っているのよ、道に迷うのがオチ。そう思わない？

坂巻      …もう一人は？

詠子      ああ、長谷川？会社の接待があるからって山をおりたわ。

坂巻      あの人、会社員だったの？

詠子      まあ、そんな所ね、忙しいのよ。

坂巻      こんな所に住んでたなんて。

詠子      プレハブも慣れればいい部屋になるわ。

坂巻      山奥だよ。

詠子      お互い様でしょ。はい、お水。

坂巻      水道なんて通ってるんだ。

詠子      雨水をためているのよ。

坂巻      ぶっ。

詠子      冗談よ、ペットボトルの水に決まってるでしょ。

坂巻      ……。

詠子      ……。

坂巻      会うの、久しぶりな気がする。

詠子      そう？

坂巻      詠子、どうしてこんな事、

詠子      こんな事もお互い様。

坂巻      ………。

                  間。

詠子      前にもあったね、こんな場面。

坂巻      うん…海に行って、終電無くなって、

詠子      知らない人の家の車庫で、こっそり雨宿りした。もし見つかっても、

すぐ逃げられる様に、がんばって起きてた…明日になるのって、けっ

          こう長いんだなって思った。

坂巻      違うよ、今日の夜が、明けたってやつだよ。

詠子      そっか。

坂巻      詠子は、空の話をした。

詠子      地球の話をしたのよ。

坂巻      そうだっけ？

詠子      空の話をしたのは坂巻の方じゃん。

坂巻      …ああ、あれは、そうだね。

詠子      空気が青い…なんだっけ？

坂巻      だからあ、高層ビルのてっぺんは空気が青いんだって思い込んでたっ

          て話だよ。

詠子      うん、そうだった。

坂巻      子供の頃、見上げた高層ビルは、空に刺さっているみたいだった。きっ

          とてっぺんの方は空の途中で、そこへ行けば青いセロハンを透かした

          みたいに、空気も、風も青いんだって思ってた。…そこは、全部青く

          透き通った世界なんだって…。

詠子      ねえ、前から聞きたかったんだけど、

坂巻      何？

詠子      そうじゃないって知った時、どんな気持ちになった？

坂巻      鼻血出そうだった。

詠子      はあ？

坂巻      小学校の理科の時間に、先生がいきなり言ったんだ。「色とは、人の

          目に起こる一つの  感覚です。例えば空は光が曲がって青く見えたり

          夕焼け色に見えたりするだけで、大気に色が着いている訳ではありま

          せん。青く見えるあの空は、本当に青い訳じゃないんです、フシギデ

          スネエ。」僕はまだ自分で確かめてさえいなかった。なのにどうして

          このひとは簡単に言えてしまうんだろう…僕は何かが込み上げてきて、

          押え切れなかった。

詠子      それで、どうしたの。

坂巻      先生の顔を、ただ見てただけ。

詠子      空の事、確かめた？その後。

坂巻      そうしたくなかった。

詠子      ………。

坂巻      …ここって、標高どの位かな。

詠子      わかんないけど、ビルよりはずっと高いんじゃない？

坂巻      …そうだよね。

詠子      先生の事、嫌いになった？

坂巻      ちょっとね。でも、うんとって訳じゃない。

詠子      何それえ。

坂巻      人の気持ちなんて、この程度だろ。

詠子      …そうね。

                  雨音。

詠子      （突然）宇宙が見えないなあ。

坂巻      えっ？

詠子      雨が止まない。

坂巻      空の事か。

詠子      宇宙よ。星が見えるんだから、宇宙。

坂巻      …詠子があの時してくれた話ってさ、地球人にしか、明日はないって

          のじゃなかった？

詠子      違うわよ、地球の生き物と、地球のほかの星の生き物にしか、明日は

ないって言ったの。…ちゃんと覚えてないのね。

坂巻      もう一度、聞きたい。

詠子      だからあ、たとえばロケットで宇宙に出たとするでしょ、同じ場所で  

      　 じっとしてたら地球が一回転しました、どのくらいたったでしょう？

坂巻      そりゃ、一日だろ。

詠子      ブー。

坂巻      どうして。

詠子      地球なんて関係ないじゃん。

坂巻      え？

詠子      宇宙空間に地面なんてないのよ、朝日なんて登らないし、昼も、夜も 

         ない。幾つかの太陽が、あっちこっちで光ってるだけ。今という時間

          が、ただただ、流れてるだけ。こうやって星の上に棲んでいる者だけ

          が、今日とか明日とか、そんな考え方をするのよ。だって宇宙が弾け

          てからずっと、あの空の向こうには、昨日も、明日も、存在しないん

          だから。

坂巻      今の前は過去、今の先に未来、ただそれだけ、だったね。

詠子      やっと思い出したか。

坂巻      うん。

詠子      どうして時間が巡るのかしら。

坂巻      え？

詠子      どうして一日があって、季節があって、一年が同じ様に巡って来るの

          かしら。

坂巻      地球に棲んでいるから、だよ。

詠子      どうして人の心は巡らないのかな。どうして変わって行くのかな。

坂巻      …詠子？

詠子      坂巻、どうしてあんな事言ったの？

坂巻      ！

詠子      私達、親友だったじゃない。お互いの嫌な所や、人に言えない様な事 

         まで知っていた、でも、人は人だよねって…。別々の道を歩んで、別々 

         の人と幸せになって、年をとっていく…。でも、ずっと仲良しのまま

         でいられたはずなの。

坂巻      気持ちを伝えたかった。

詠子      それが何になるのよ。

坂巻      何にもならないかもしれない、でも、答えを出さないまま居なくなっ

          たのは、そっちの方じゃないか。

詠子      私達の時間は答えを出すためのものなんかじゃなかったはずだよね

          そうだよね？

坂巻      だけど…。

詠子      コイビト同士になれば、いつか終わりがくるのよ。

坂巻      どうなるかなんて、わからないだろ。

詠子      恋愛なんかで大事な人を無くしたくない。

坂巻      …詠子…。

詠子      …終わりたくないよ。

（長谷川の声）  くっだらねー。

二人      ！！

                  長谷川、現われる。

長谷川    接待終わってタクシー乗って、いくらかかったと思う？なのに来て

みりゃ、しょーもねー会話の真っ最中だろ、テンション下がりすぎて、 

         ランプついちまったよ、全く。

詠子      長谷川…。

長谷川    泣かせる話だねえ、っていうか、笑っちゃうよ。なあ、詠子。

詠子      うるさいなあ。

長谷川    ここで、こいつに見せつけてやろうか。

坂巻      えっ。

詠子      このひと、酔っ払ってるのよ。

長谷川    ジャーン！話位は聞いた事あるかなあ？俺が噂の、金払いのいい社長

          さんでーす！若くして詠子のパパやってまーす！接待帰りでーす！

坂巻      お前…！

                  長谷川に飛び掛かる坂巻。反対に押え込まれる。

詠子      長谷川！

長谷川    気に入らねえなあ、能天気な癖して毎日悩んでますって振りしてさあ。

坂巻      はなせっ！

長谷川    坂巻くんだっけー？ねー坂巻くん、明日の正体ってやつを、アナタは

          知っていますかー？

坂巻      何だって？

                  長谷川、坂巻の襟首を絞め上げる、振りをする。

坂巻      ！

長谷川    酸素が手軽に手に入るなんて思ってんじゃねえぞ！これが明日の正体

          だ。必ず手に入るなんて保障は、何処にも無い。地球がブッ壊れるか、

          お前がブッ壊れるかすりゃ、永久に来ない代物だ、わかるか！？

詠子      やめて！

長谷川    ……バーカ、振りだよ、振り。

坂巻      ………。

                  間。

坂巻      どうしてあの本を狙うんだ。

長谷川    あいつだけは、

坂巻      え。

長谷川    辻だけは許せないんだ。

詠子      長谷川。

長谷川    何の保障もない明日ってやつをあいつは弄んでひけらかす。…昔から

          そうだった。

坂巻      …昔…？

長谷川    いつも授業をサボっている癖に、テストのヤマを必ず当てるバケモノ

          がいてさ、学校じゃ、すっかり妖怪扱いされてた。でもそのうち、テ 

          スト前になると周りには奴をうまく利用しようとして薄笑い浮かべる

          連中で人だかりができる様になったんだ。

坂巻      …辻さん、の事？

長谷川    やたらおとなしくて影の薄い男だった。一見あいつは、皆が仲良くし

          てくれるのを、喜んでいる様にも見えた。…でも、俺は気付いたんだ。

          あいつは俺達の事を、公園のハト位にしか思っていなかったんだよ。

坂巻      ハト？

長谷川    餌をまいていたのさ。餌をまいて、群がってやって来るのを見て楽し

          んでいた。つまり連中はあいつに飼われていたんだ。はっきり言って

          ぞっとしたね。俺だけは、あいつに近づくまいと思った。暇潰しの道

          具にされるなんて、冗談じゃない。

坂巻      …未来の書を読んでいたから、テストの内容も知っていたって事？

長谷川    そんなもん無かったよ。

坂巻      え？だって、

長谷川    あの頃の奴は、身一つでそれをやってのけた。

坂巻      ……。

長谷川    あいつには、未来がわかるんだ。

                  別の空間。辻の部屋。

                  辻、未来の書を抱えたまま入って来る。

矢田部    ですから、

                  矢田部、飛び込んで来る。

辻        今何時だと思ってるの、こっちは眠たいんだよ。

矢田部    情報、情報だけでいいんです、お願いします。

辻        もし言えば君は今すぐにでも坂巻を助けに行っちゃうだろ。

矢田部    当たり前です、今なら敵も油断しているはずですから。

辻        …長谷川は油断する様な男じゃないよ、いつもピリピリ怒ってるんだ

          から。

矢田部    ……え。

辻        僕のせいにしたいのさ。

                  長谷川達の空間。

長谷川    なのにどういう縁か、俺と辻は小さな会社を興す事になっていた。そ 

          れなりに、うまく行っていた。あいつの言った通りに物事は進んで行っ

          た。だから何が起こっても、はしゃぎ過ぎたり、どん底の気分になっ

          たりせずに、いつも冷静でいられた。

                  辻の空間。

矢田部    何を言っているんです？そんな事より坂巻が、

辻        坂巻なら無事だよ。

矢田部    …そう、ですか。

辻        （面倒臭そうに）僕が知っているんだから、もういいだろ。

矢田部    どうしていつもほんの一部分しか教えてくれないんですか？こっちは、

辻        君の仕事は、知る事じゃない。

                  長谷川の空間。

長谷川    あいつが妙な行動を起こす様になったのは、それから一年も経たない

          うちだ。机にしがみついて、何かを必死に書くようになった。決して

          見せようとはせず何かに取り憑かれた様に、そう、一日中、机から離 

          れなかった。…やがて辻の関係者が、何処かへ連れて行った。

                  辻の空間。

矢田部    確かにそうです。俺は辻さんを守るために戦うのが仕事です。だから

          こそ､最善の方法が知りたいんじゃないですか。何か、よくない事で

          も起こるんですか？だったらそれを防げばいい。そうでしょう？

辻        無理だね。

矢田部    えっ…。

辻        この本の通りにしか事は進まない。そうなっているんだ。…仮に、未 

          来を変える事が出来たとしても

、

矢田部    出来たとしても？

辻        僕がそんなの許さない。

                  長谷川の空間。

長谷川    次に会った時の奴の変わり様はひどかった。家の人間が、軽いノイロー

          ゼだとか何だとか、ありがちな事を言ってたっけ…。辻はこれから自

          分がどうなるのか、一秒先もわからなくなった事に、ひどく怯えてい

          た。俺がどんな会話をするのかもわからないから、まるでバケモノで 

          も見る様な目で俺を見たんだ。ふざけるなだよ、全く。俺達皆、そん

          な世界を生きているのにさ。…あいつは、ただの人になったんだ。

                  辻の空間。

矢田部    ただ待てという事ですか？あなたの気紛れで時々教えてもらえる未来

          に期待して、ただ待っていろと言うんですか？

辻        未来？君達が待っているのは明日だけだろ？果たして明日も安心して

          好きな事だけやっていられるか、それだけじゃなかったなかったの？

矢田部    ………。

辻        一年先の事なんて、知りたくない癖に。

矢田部    …一年、先…？

辻        教えてあげてもいいんだよ。

矢田部    ………。

                  長谷川の空間。

長谷川    その次に会った時、あいつは元に戻っていた。ただ一つ違ったのは、

          あのヘンなロールタオルみたいなのが側にあったという事だけだ。

坂巻        …それが、未来の書。

長谷川    どうかな。

坂巻      だって、

長谷川    イカレちまった奴を静める為に作られたおもちゃかもしれないぜ。そ 

          れを与えられた辻は、あのお屋敷に、おとなしく自分から軟禁された。

坂巻      ！

長谷川    なんて思いたかったんだけどさ、辻があの時書いていたのは自分から 

          消えてしまいそうな未来の事で、未来の書はそれをまとめた物、そう

          考えた方が自然なんじゃないか？…自然に反しているけどさ。

坂巻      …それから、どうなった？

長谷川    仕事に復帰していくらも経たないうちに、奴は俺に言ったんだ。

坂巻      何て？

長谷川    「飽きちゃった」

坂巻      ……それから？

長谷川    それだけ。

坂巻      え？

長谷川    オチなんてねえよ。

                  辻の空間。

辻        長谷川は本当は恐いんだ。

                  長谷川の空間。

詠子      だから、私、言ったの。その本を奪って、全部読んじゃおうって。

坂巻      詠子。

詠子      …全部、読んじゃおうって。

坂巻      …全部？

詠子      何もかも、終わっちゃう所まで。…明日が無くなっちゃう所まで。

坂巻      ………。

長谷川    俺は、ま、とりあえず１９９９年の７月、会社で売ってるシェルター 

          の売れ行きでもみるさ。

                  辻の空間。

辻        あいつは世界の、自分の終わりを気にしているんだ。でも、そんな考  

        えじゃ、僕には勝てないさ。だって、

                  一瞬、二つの空間が混ざる。

長谷川    俺は、

辻        僕は、

二人      未来を奪いたいんだ。

                  暗転。

                            ｛５｝

                  明るくなる。屋敷の中庭。

                  多恵、池淵と共に待っている。

多恵      今、何時かなあ。

池淵      何時かなあ。

多恵      集合時間、とっくに過ぎてる。

池淵      とっくに過ぎてる。

多恵      池淵くん、ご主人様はいいの？

池淵      ご主人様？

多恵      美也子の事よ。池淵くんて、美也子の家来、なんでしょ。

池淵      家来。

多恵      もしかして寝てるの？まだ。

池淵      寝てるの、まだ。

多恵      やーねー、お嬢様ぶっちゃって。ねー、池淵くん。

池淵      ねー、池淵くん。

多恵      ………。

池淵      ………。

多恵      真似してて、疲れない？

池淵      疲れない。

多恵      ちょっとお、自分の意見って、ないの？

池淵      自分の意見って、ないの。

                  美也子、現われる。

美也子    多恵、池淵をいじめないで下さる？

多恵      いじめてないわよ、お喋りしてるの、ねー。

池淵      ねー。

美也子    あんまり困らせないのよ、この子の仕事はおうむ返しなんだから。

多恵      楽な仕事。

美也子    楽じゃないわよ、可哀想に。池淵、何か言っておやりなさいよ、例え

          ば、「ブス」。

池淵      （美也子に）ブス。

美也子    （池淵をはたく）違うでしょ、バカ！

池淵      （美也子に）バカ。

美也子    ………。（無言で池淵をはたく）

多恵      きりがないわね。…痛い？

池淵      痛い。

多恵      このケバケバ女ムカつく？

池淵      このケバケバ女ムカつく。

美也子    もしもし？

                  音楽。

                  矢田部、カヤ、張り切って現われる。

矢田部    みなさーん、おはようございまーす！

多恵      お早ようじゃないわよ、いつまで待たせるの。

矢田部    朝っぱらから元気がいいなあ、こめかみとか首の後ろに響くよ。さあ、

          今日は合同訓練だっ！我々は今こそ、一致団結しなければならない。

美也子    こんな朝から？

カヤ      訓練は早朝ってのがお約束じゃない、何となく。

多恵      何となく決めないでよっ。

矢田部    それではまず、基礎訓練だ。その一、「正しい箸の持ち方」！

全員      えー？

矢田部    ばかもーん！小学校で習わなかったのか、靴の乱れは心の乱れ、箸の 

          乱れは生活の乱れだっ！

全員      えー？

                  「自分が通った小学校の場合」などの雑談を始める一同。

矢田部    こらーっ、気を付けっ！

全員      びしっ。

矢田部    休めっ！

全員      だあ～。

矢田部    気を付けっ！

全員      びしっ。

矢田部    ちょーすけっ！

全員      だめだこりゃ。

                  全員、溜め息。

矢田部    どうしたんだこの寒さは。

カヤ      隊長、全然イケてません。

美也子    物好きしか笑ってない、ほら。

池淵      物好きしか笑ってない、ほら。

矢田部    やかましいっ。箸、よおーい！

全員      すちゃっ。（何故か箸は持っている）

矢田部    箸、構えっ！

全員      ぱっ。

矢田部    あっ、その持ち方、変っ！

                  アドリブ。

                  というか、ここは何やっても許される時間のような気がする。

矢田部    その二、反射神経の訓練！じゃんけんほいっ！

                「あっち向いてほい」が始まる。（これだって、なんでもいい）

二手に別れての勝ち抜き戦。

                  いつの間にか混ざっている坂巻。

                  やがて、勝者が決まる。

矢田部    優勝！（勝者の腕を上げる）

全員      わーっ、おめでとーっ！

                  大いに沸く一同。

                  カヤ、坂巻に、やっと気付く。

カヤ      …あれ！？…何でいるの？

池淵      何でいるの？

坂巻      （涙ぐんで）帰ろっかな。

全員      まあ、まあ、まあ。

矢田部    坂巻いっ！よく無事で！

坂巻      矢田部さあん！

二人      どうしても言いたい事があるんだ！

矢田部    え、何？

坂巻      えっ。

坂巻      …ここじゃ、ちょっと。

矢田部    わかった。

                  二人、隅の方へ行く。

坂巻      実は、…БЮが、ЙЗДЖらしいよ。（何故か暴露ネタ）

矢田部    えっ、マジ、マジ？…って、違うだろ、何が言いたいんだ。

坂巻      そっちこそ。

矢田部    …今日は、やめとく。

坂巻      どうして。

矢田部    また今度でいいや。

坂巻      今度って、いつ？

矢田部    どうしたんだよ、坂巻。でもさあ、どうやって帰って来たんだ？心配 

          したんだぞ。

坂巻      …朝になったら釈放されたんだ…言いたい事は言い終わったから、と 

         りあえず今はいいって…。

矢田部    とりあえずって？

坂巻      わかんないよ。

                  遠くでガラスの割れる音。

多恵      私の部屋のほうだわ！

                  多恵、走り去る。

矢田部    おいおい…何事だ？

カヤ      見てきます。

                  カヤ、去る。

坂巻      矢田部さん、僕、聞いたんだ、

矢田部    その話は後だ。

坂巻      後っていつだよ！

矢田部    坂巻。

                  多恵、カヤ、戻ってくる。

カヤ      大変です！

矢田部    どうした。

多恵      石文が投げられたの！きっと長谷川達からだわ。

矢田部    どれだ。

多恵      はい、これ。（とてもかわいくなっている）

矢田部    …敵はリボン付きで石文をよこしたのか。

多恵      この方がショックが小さいかなって♪

                  矢田部、やたら大きなラッピングを解き、石文を開く。

                  でかでかと書かれた「参上」の二文字。

矢田部    …こいつ、アホ？

カヤ      主語がない…、国語の時間、寝てたタイプですね。

美也子    時、場所、場合…つまりＴＰＯが書いてないのよ。

池淵      ＴＰＯが書いてないのよ。

矢田部    やっぱアホだ。

多恵      まってよ。…書いてないってことは、

坂巻      「今」！？

辻        今だよ。

                  辻、現われる。

                  それを追う様に飛び込んで来る長谷川と詠子。

長谷川・詠子  手を上げろ！

全員          ！

                  銃声、音楽。

                  全員のダンス。そして敵見方に分かれ、逃げる辻達。

長谷川    まてっ！

                  長谷川、詠子、追う。長谷川、カヤ、道を塞ぐ。

矢田部    そろそろ終わりにしようぜ。

長谷川    お互いにな。…いい加減、飽きてこないか？

矢田部    何！

                  別々に走り去る長谷川と詠子。

                  矢田部とカヤも別々に追う。

                  別の空間。物陰に潜む坂巻と多恵。

多恵      ここなら誰も来ないわ。

坂巻      辻さんとはぐれちゃたね。

多恵      辻くんなら大丈夫よ。逃げて遊んでいるだけだから。

坂巻      ………。

多恵      あいつら、何を言ったの？

坂巻      多恵さん。

多恵      何を聞いたか知らないけど、自分の好みで解釈した方がいいかもよ。

坂巻      え？

多恵      そうじゃないとこっちの身がもたない。

                  何か言いかける坂巻に、リボンの付いたリュックをいきなり

                  渡す多恵。

多恵      はい、これあげる。

坂巻      …なんです、これ。

多恵      私の宝物。背負って、ほら。

坂巻      （背負う）こうですか。

多恵      キャー、かわいいー。

坂巻      ……あの、

多恵      （突然）ここに隠れてるぞーっ！！

坂巻      ちょっと！？

多恵      がんばってね。

                  さっさと逃げる多恵。

坂巻      …おとり？

詠子      そこにいたかっ！

                  詠子、駆け込んでくる。

坂巻      あれ、おはよう。

詠子      （銃を向ける）

坂巻      マジ？

詠子      マジ。

坂巻      …くっそーっ！こっちだっ！

                  走り去る坂巻。詠子、追う。

                  …とは無関係に現われる美也子。

美也子    まあ、みんな、慌ただしいこと。

                  美也子、階段に座り、扇子でぱたぱたやっている。

                  矢田部、長谷川、駆け込んで来る。

                  銃撃戦、その間をくぐる様に追いつ追われつしている坂巻と

                  詠子。カヤ、坂巻を助けに飛び込んで来る。

                  戦いがエスカレートしていく。

美也子    ふあ～あ。（大あくび）

                  間。

矢田部    もしもし？

美也子    だあって朝早かったから眠たいんですもの。

カヤ      あんた、バカ？この状況がわかんないの？

美也子    どうでもよくてよ。あ、私の事はいいから、続けて頂戴。

                  長谷川、階段を上がり、美也子に銃を突き付ける。

                  美也子、無視。

長谷川    こら。

美也子    さっき何を聞いてらしたの？私、関係なくてよ。

長谷川    あんたが関係ない事なんか、俺達には全く関係ねえんだよっ。

美也子    …どなたか通訳して下さる？

矢田部    お前長谷川に捕まったんだよ。

                  間。

美也子    まあ。

長谷川    まあじゃねえだろ、あんた、ここの住人だろうが。

美也子    私、言葉使いの汚い人とは会話したくないの。

長谷川    （あんぐり）

カヤ      今はそういう問題じゃないでしょっ！

                  この隙に逃げる坂巻。

美也子    逃げちゃったわよ。

長谷川    やかましいっ。（矢田部に）さて、武器を捨ててもらおうじゃないか。

カヤ      なんで。

長谷川    こっちは人質がいるんだぞ！

カヤ      嫌よ、こんな奴のために、

矢田部    わかった。

カヤ      隊長…。

矢田部    住人を守る事が出来るのは、俺達だけなんだ。

                  矢田部、銃を捨てる。それを拾う詠子。

長谷川    そっちの女もだ。

カヤ      ………。

                  カヤ、銃を捨てる。

美也子    駄目じゃない、捨てたりしちゃ。

カヤ      誰のせいだと思ってんのよっ。あんたが人質になったりしたから、

美也子    えっ？人質って、私の事だったの。

カヤ      そうに決まってんでしょっ。

                  間。

美也子    まあ。

長谷川    うっとうしいから、こいつから始末しようぜ。

詠子      賛成。

                  長谷川、美也子を階段から引き摺り降ろす。

美也子    えっ！？ちょっと二人共、何してるの、助けなさいよ。

矢田部    丸腰でどうしろっての。

美也子    えっ、嘘、私、関係ないのに。

カヤ      やっつけていいわよ。

美也子    嘘っ、そんなの嫌よ、助けて…助けて、アレクサンダー！！

矢田部    わおーーんっ！

全員      へっ？

                  犬になって長谷川に飛び掛かる矢田部。

                  びびる長谷川。その隙に、矢田部達、逃げる。

長谷川    ま、待てっ！

                  二人、追って消える。

                  池淵、現われる。あたりをうかがう。

                  辻、未来の書を抱えて顔を出す。

辻        いない？

池淵      いない。

辻        やれやれだ。

池淵      やれやれだ。

辻        美也子とはぐれちゃったね。

池淵      はぐれちゃった。

辻        ま、いっか。

池淵      ま、いっか。

辻        あ。

                  辻、物陰に隠れる。

                  長谷川が駆け込んで来て、池淵を見つける。

長谷川    おい、あいつらどこ行った。

池淵      あいつら？どこ行った？

長谷川    とぼけてんじゃねえよ。

池淵      とぼけてんじゃねえよ。（否定）

長谷川    ふざけるな！言え！

池淵      いえ。（否定）

長谷川    何を！

池淵      何を？（質問）

長谷川    何って、だから、辻の行方だよ。言え、知ってるはずだ！

池淵      知ってるはずだ。（肯定）

長谷川    知ってるんだな、どこなんだ！

池淵      …どこなんだ…？

長谷川    いいから思い出せ、どこへ行った。

池淵      （適当な方向を向く）行った。

長谷川    行った？あっちへ？

池淵      あっちへ。

長谷川    よし！

                  長谷川、去る。辻、出てくる。

辻        早く終わらないかなあ、おなか空いちゃったよ。

池淵      ………。

辻        この後どうなるか知ってるとさ、それまで待ってるのが退屈で退屈で。

池淵      退屈？

辻        退屈。もうちょっと掛かるんだよね、騒ぎが納まるまで。

池淵      騒ぎが納まるまで？

辻        うん、つまり、この後ね、

池淵      この後、

辻        教えない。その方がいいだろ。

池淵      その方が、……。

辻        おなか空いたなー、退屈だなー。

池淵      退屈？

辻        退屈だよ。

池淵      退屈？

辻        退屈。

池淵      退屈。

辻        退屈。

池淵      退屈。

辻        退屈。

池淵      退屈。

辻        退屈…、ねえ、いつまで続ける気？

池淵      じゃあ、やめようよ。

辻        ！

池淵      もう、やめよう。

辻        …君の仕事はおうむ返しじゃなかったっけ？

                  辻にはっきりと向き合う池淵。

辻        ………。

池淵      返すだけだから、…相手の言葉を聞いてれば、考えなくたって、僕の

          行く先には、いつも答えが用意されている…。毎日、毎日。なのにそ

          れが恐くて退屈で…。これで、よかったはずなんだ…なのに、

辻        何言ってるのか、聞こえないよ。

池淵      何言ってるのか。聞こえないよ。

辻        やめろ。

池淵      やめろ。

辻        僕はこんなの認めない！

池淵      僕はこんなの認めない！

辻        …この本に書いていない様な発言は、認めない。

池淵      （何か言おうとするが、黙って微笑む）

辻        ………。

                  多恵、入って来る。

多恵      ふたりとも、こんな所にいたの。

辻        多恵。

多恵      みんな、こっちこっち。

                  全員、あちこちから集まって来る。

矢田部    良かった、皆、無事か。

                  一同、よかったよかったと肩を叩き合う。

                  何故か混ざっている長谷川と詠子。

二人      動くな！

矢田部    汚いぞ、どさくさに紛れて！

長谷川    気付かないほうがバカなんだよ。

詠子      辻！出て来い！

辻        （手を上げる）はーい。

詠子      出て来いって言ってるの！出て来なさい！

辻        お前が入って来い。

                  詠子、人混みの中へ入り、あっさり捕まる。

長谷川    詠子！

詠子      長谷川！…テヘ、やっちゃった。

長谷川    テヘじゃねえっ。

矢田部    さあ、どうする？

長谷川    丸腰が勝てると思うなよ。

矢田部    こっちには人質がいるんだぞ。

長谷川    どこに？

矢田部    何？

                  詠子、坂巻に銃を突き付けている。

矢田部    坂巻！

坂巻      矢田部！…テヘ、やっちゃった。

矢田部    テヘじゃねえっ。

坂巻      冗談だろ？

詠子      坂巻、それとこれとは別。ね♪

坂巻      ニッコリされても。

長谷川    さあ、未来の書を渡せ。

辻        やだ。

長谷川    人質がどうなってもいいのか！

辻        いいよ。

坂巻      マジ！？

詠子      つくづくかわいそうね。

長谷川    て言うか、やっぱりお前、いらん子だったんだな。

坂巻      そんな目で見るなーっ。

                  長谷川に近づく辻。ぽんと未来の書を渡す。

辻        はい、これ。

長谷川    えっ？

辻        これが欲しいんでしょ。

長谷川    何のつもりだ。

辻        偽物だよ、本物は隠した。

長谷川    …騙されるもんか、混乱させる気だな。

辻        君に本物と偽物の区別がつくの？

長谷川    ………。おい、探せ！

詠子      でも…、

長谷川    そんないらん子の事は放っておけ！

坂巻      いらん子いらん子言うなっ！

                  詠子、捜しまわる。

詠子      見当たりません。

長谷川    やっぱりその場限りの言い逃れか。辻さんよ、そいつをもう一度渡し

          てもらおうじゃないか。

辻        はい。（渡す）

長谷川    えっ？

辻        それ持って帰れば。

詠子      人を舐めるのもいい加減にして！

長谷川    貴様、俺をバカにしてるのか。

辻        だから、それを本物だと思えば、持って帰ればいいじゃん。

長谷川    ……くっそお…。

                  長谷川、坂巻の背負うリュックに気付く。

長谷川    お前、その中身は何だ。

坂巻      えっ、これえ？

詠子      不自然だと思ったのよ、そんな物を持ってるなんて。

坂巻      だけどこれさあ、

詠子      私は真剣なのよ！

坂巻      詠子…。

長谷川    出せ。

坂巻      ………。

                  坂巻、リュックを開ける。大きなプレゼントの箱。

坂巻      こんなんだよ？

長谷川    そ、そいつを開けろ。

坂巻      ……あけるの？

長谷川    早くしろっ！

                  渋々、箱を開ける坂巻。

                  ダイナマイト。

坂巻      えっ！！

長谷川    貴様！（坂巻に銃を向ける）

詠子      長谷川！

                  長谷川、詠子を突き飛ばし、坂巻に再び銃口を向ける。

                  坂巻を逃がそうとして、矢田部が飛び込む。

                  銃声。崩れ落ちる、矢田部。

全員      ！

カヤ      隊長！

詠子      長谷川…。

長谷川    ふざけたまねしやがって。…さあ、もう遠慮は抜きだ、辻。それを渡

          すか、二人目を出すか、お前が選べ。

辻        ………。

長谷川    どうした！早く決めろ！

辻        無駄な選択だ。

長谷川    何だって？

坂巻      動くな！

                  坂巻、ライターを出す。

長谷川    それをどうするつもりだ。そんな所で火を付けたらお前だって、

坂巻      いいんだ。

長谷川    何！

詠子      坂巻…。

坂巻      始めの頃、何故ここへ来てしまったのか、自分でも分からなかった。

          今やっとわかったよ。何か始めたかったんじゃない、全部終わらせた

          かったんだ。

長谷川    おいおい、語り出すなよ、それ、しまいなさい、危ないから。

美也子    そうよお、しまってよ、もういいじゃない。

坂巻      本当にもういいのか？

美也子    え…。

坂巻      朝が来て、夜になって、また、朝が来て、同じ時間に食事して、同じ

          事して、同じ人と、また同じ様な会話して、同じ溜め息ついて、もう

          いいやって、やっぱり言うしかなくて、…僕は、どこに行ったって

何になったって、同じ事を繰り返していた。…何やってんだよ、同じ

所でぐるぐる回って、昨日も、明日も…！あんな世界、何もかも、吹き

飛ばしてしまいたかった。消してしまいたかった…でも、そんな力、

持っていないから、僕が、もといた場所から姿を消そうって、

詠子      坂巻！

坂巻      ………。

詠子      いいわ。火、付けなさいよ。

長谷川    詠子！

多恵      火、付けて。

坂巻      ………。

多恵      プレゼントなの。これでもう、何にも、恐くない。

長谷川    やめろ！俺達まで巻き込むな！

カヤ      お互い、巻き込みあったじゃん。

池淵      そして、それに、飽きた。

美也子    池淵…。

長谷川    やめろ！

辻        静かにしなよ。

                  辻、ゆっくり口を開く。

辻        彼は、火を、付けるよ。

全員      ！！

                  爆音。

                  吹き飛ぶ人々。

                  静寂

                  明かり、変わる。

                  立ち込める煙の中、横たわる人々。

                  長谷川、起き上がる。

                  転がっている未来の書。

                  それに触れようとする。

辻        そんなに見たかったの。

長谷川    ！

辻        君は学校のあいつらを軽蔑していた…僕の事よりもね。でも、結局君

          だって、同じじゃないか。

長谷川    俺は違う。

辻        へえ。

長谷川    俺は、お前にすがりたいんじゃない。…お前の様になりたかったんだ。

辻        ………。

長谷川    見せてもらうよ。

辻        どうぞ。

                  未来の書を次々引き出す長谷川。

                  やがて手を止める。

                  間。

長谷川    読物としちゃ、駄作だな。

辻        人の心までは書いていないしね。

                  二人、笑い合う。

                  そして声を上げた笑いへと変わっていく。

詠子      長谷川…あなた、見たの？

                  詠子、立ち上がる。

長谷川    詠子。

詠子      私も見たい…私も、

                  飛びつく様に未来の書を手にする詠子。

                  読む。

詠子      ……嘘よ。

長谷川    本当だ。

                  再び未来の書を狂ったように読む詠子。

                  未来の書を、壊しかねない勢い。

詠子      嘘よ、嘘だわ、こんなの違う！こんなの、私が望んだ答えじゃない！

          私は、私は……！

                  崩れ落ちる詠子。

                  坂巻、ぼんやり起き上がり、詠子を見る。

詠子      …坂巻…。

坂巻      ………。

長谷川    …帰ろう。

詠子      …え…。

長谷川    もう、ここにいる理由はない。

詠子      ………。

                  坂巻、詠子、互いに、何も言えない。

                  詠子、長谷川と共に去る。

辻      やあ。

坂巻    ………。

辻      何も、終わらなかったみたいだね。

坂巻    …僕のせいだ。僕が、

辻      勘違いするなよ。

坂巻    ………。

辻      こうなる事は、始めから決まっていたんだ。ちゃんと未来の書にも、

坂巻    うるさい。

辻      ………。

坂巻    僕はこんな物に踊らされていたって言うのか。

辻      こんな物？そうだよ、こんな物だよ。この連中はこんな物に群がって来

        たんだ、わかりきった事をいうなよ。

坂巻    …それもそうか。

                  坂巻、笑顔で銃を辻に向ける。

辻      ………。

坂巻    答えてみろよ、これから、僕がどうするのか。

辻      何があっても僕は平気だよ。僕の中では、もう済んだ事だからね。

坂巻    未来を知る…未来を知るって、そんな事なのか！？

辻      そうさ。

坂巻    ！

                  坂巻、空に向けて、撃つ。空に吸い込まれていく銃声。

                  その場にへたり込む。

                  間。

辻        空が、落ちて来るといいね。

坂巻      ……？

辻        君が見たかった真っ青な世界が、もう少し近くなるのに。

坂巻      ………。

辻        明日じゃない場所が、近くなるのにね。

                  音楽。

                  正午の鐘が、鳴り響く。

辻        さあ、お昼休みだ。

坂巻      え。

                  横たわっていた人々、立ち上がる。何事も無かったように、

                  伸びをしたり、首をコキコキさせながら、部屋へ戻り始める。

辻        僕はハンバーグが食べたいな。

坂巻      ちょっと！？…これ…、

辻        心を込めて作ってよ、最後の仕事なんだから。

坂巻      …え…？

辻        みんな、話があるんだ。

                  立ち止まる人々。

辻        君達全員は、本日午後一時をもってここを辞めてもらう事になった。

坂巻      …！

                  止まったまま無反応の人々。

辻        明日までにここを撤収する事。給料は、所定の銀行で受け取る様に｡以上！

坂巻      辻さん、

辻        僕、明日死ぬんだ。

坂巻      ！

辻        だってそう書いてあったんだもん。

坂巻      だけど…！

辻        何？

                  にっこり笑う辻、そして去る。

                  立ち尽くす坂巻。放心状態で、隅に座る。

                  別の空間が浮かび上がる。

                  長谷川、現われる。

長谷川    会社は続けるよ、それから、……戻る事にした。

詠子      （駆け寄って）本当！？

長谷川    そんなに嬉しそうに言うな。

詠子      いいじゃん、良かったって思ったのよ、私。

長谷川    別に知りたかった訳じゃなかったのかもしれない。

詠子      え…。

長谷川    理由が、欲しかったのかもしれない、もう追いかけずに済む理由が。

詠子      あなたの口からそんな言葉が出るなんて、オドロキだわ。

長谷川    そう思うか？

詠子      私はね、世界旅行に行くの、地球を一周してやるのよ。

長谷川    本気かよ。

詠子      一周したら、何かが変わっているかも。

長谷川    その前にお前が変われ。

詠子      大きなお世話よ。…そうだ、長谷川…これ…、

                  指輪を外す詠子。

長谷川    いらねえよ、返されても困るだろ。

詠子      だけど…、

長谷川    かといって捨てるなよ、ちゃんと売って来いよ。

詠子      …え。

長谷川    …高く売れるはずだぜ、それ。

詠子      …長谷川…。

長谷川    じゃ、行くから。

詠子      今度こそ奥さん、大事にするのよ。

長谷川    だから帰れるんだよ、俺は。

詠子      バーカ。

                  二人、別々の方向へ走り去る。

                  別の空間。美也子と池淵。

美也子    あなたはどうするの。

池淵      あなたはどうするの。

美也子    私…？頂いた分でもまだ届かないかもしれないけど、借金を返済して

          いくわ。

池淵      借金！？

美也子    そ。どの位時間掛かるか分からないけど、もう、逃げるのにも飽きちゃ

          ったし。これから忙しくなるわ、まず、いろんな人にごめんなさいを

          言わなきゃいけないんだもの。…池淵は？

池淵      …わからない。

美也子    え？

池淵      僕には、考えるのが一番先みたいだ。

美也子    そう。…私も頑張って働こうかな。

池淵      美也子さん、

美也子    何？

池淵      働くより先に、服やアクセサリー売った方が早い様な気がする。

美也子    やあよ、全部お気に入りなんだから。

池淵      言うと思った。

                  二人、去る。

                  別の空間。辻の部屋。

                  多恵、現われる。

多恵      …みんな、出て行ったわ。

辻        すっきりしちゃったね。

多恵      うん…。

辻        多恵は、どうするの、これから。

多恵      知らないの？

辻        だってもう読んでも意味ないから。

多恵      …死んじゃうのね。

辻        うん。

多恵      そっか。

辻        けっこう平気そうじゃん。

多恵      これから死ぬ事になってる人の、何を心配するの。

辻        それもそうだね。

多恵      私ね、小さな雑貨屋開こうかなって。大切な人に贈るためのプレゼン

          トを買いに来た人が、あげる前からわくわくするようなラッピングを

          するの。けっこういいでしょ。…うまく行くといいけど。だって私、

辻        うまく行くよ。

多恵      どうしてそんな事、言えちゃうの、もう未来の事なんて、わからない

          んでしょ。

辻        わからなくても、…わかる事があるような気がして…。

多恵      …もっと早く聞きたかったな。

辻        え。

多恵      楽しかった、とっても。

辻        …元気でね。

多恵      そう出来たらね。

辻        なるほどね。

多恵      うん。

辻        なにしろ、

二人      明日の事なんて、わからないから。

                  二人、笑う。

                  多恵、リボンで辻の指にちょうちょを作り、

                  はさみで切り離す。

多恵      ……バイバイ。

                  多恵、去る。

                  坂巻、辻を見る。空間が一つになる｡

                  目が合った辻、にっと笑い、背中を向ける。

坂巻      辻さん！

                  辻、振り返らずに、去る。

                  間。

坂巻      先の分からない最後の一日。あのひとはどう過ごしたんだろう。

僕は 家で一日中テレビをつけっ放しで見ていた。ただそうしている

だけで  一日を過ごせてしまうという現実が、どこかほっとし、

同時に悲しくさせた。

…夜中に空を見上げた。宇宙が見えた。僕は何となく流れ星を探していた。

「地球に飛び込んだ宇宙の塵が大気圏で燃える時に放つ光、それが流れ星の

正体です」

僕は先生の言葉を思い出した。

そんな燃え尽きてしまう様な星に、人は何を祈るのだろう。

先生が言った。

          「それでも、そうせずにいられない時がある、それが人間です。」

僕が 先生を嫌いになれなかった理由の一つだ。

……次の日僕は、この場所に来ていた。

                            ｛６｝

                    辻の住んでいた屋敷。激しい解体作業の音。

                    坂巻、ぼんやりとそれを見ている。

                    と、矢田部、カヤをつれて現われる。

坂巻      来たんだ。

矢田部    ああ、銀行行ったついでに…って言うか、気になってさ。

坂巻      銀行行ったの？

カヤ      うん、ふもとの所の…ほら、お給料取りに。

坂巻      その格好で？

矢田部    警備室でお茶飲んで来ちゃったよ、はっはっは。

坂巻      よく帰してもらえたね。

矢田部    それにしても露骨だよなあ。

坂巻      え？

矢田部    跡形も無くなるんじゃないか、あれ。

坂巻      …そうだね。

                  台車を押して現われる、井口。

                  ゴミを几帳面に、可燃物と不燃物に分けている。

坂巻      …あれ。

矢田部    井口さんだ。

井口      （気付く）あら、どうしたの。

坂巻      …何となく来ちゃって…、

井口      そう。

矢田部    どうしてここにいるんです？ここ、辞めたんでしょう。

井口      辞める時の約束。最後の仕事なの。

矢田部    え…。

井口      きれいさっぱり無かった事にする。けっこう大変よ。

三人      ………。

井口      嫌になるわね、ゴミは多いし、服は汚れるし…。

                  井口、空の台車を押して消え、再びゴミをいっぱい乗せて、

                  現われる。無造作に積まれた未来の書。

坂巻      ……それ、

井口      まだまだあるのよ、台車一個じゃちっとも追いつかない。

                  不機嫌にゴミを分ける井口。未来の書を不燃物の所に捨てる。

井口      やだ、違うじゃない。

                  井口、未来の書の蓋を開け、中身を出す。

                  短い、紙の輪。

                  全員、無言。

井口      …時は巡る…ってやつかしらね。

三人      ………。

井口      私たちはただただ同じ事を繰り返しているのかしら。

三人      ………。

井口      （坂巻に）記念に取っとく？

坂巻      いえ。

井口      でしょうね。

                  井口、紙を可燃物の所に捨て、トランシーバーを取り出す。

井口      こちら、井口です、業者の方もスムーズで、今日中には終わらせそう

          です。ご安心を、以上。（切る）

坂巻      誰と話していたんです？

井口      この解体作業を命じた方です。

カヤ      もしかして、

井口      やめてよ、あの人亡くなったじゃない。

カヤ      そっか…。

井口      …あの人は、死んだの。

坂巻      井口さん、

井口      楽しかった？

坂巻      えっ。

井口      みんな、楽しかった？

三人      ………。

井口      私は、もっと大事な事を見つけちゃったから…、でも、本当に、楽し

          かった。

三人      ………。

井口      私、あっちの方片づけるから、行くわね。

矢田部    あ、ああ。

井口      みんな！

                  井口、ゴミ籠を全て台車に積み、行きかけるが、立ち止まる。

                  満面の笑み。

井口      バイバイ！！

                  井口、去る。

三人      …バイバイ。

                  間。

矢田部    さて、我々も行くか。

カヤ      はい、隊長。

坂巻      どこへ。

矢田部    新たなる戦いの地へ向かうんだ。

坂巻      またあ？

矢田部    我々は戦うよう宿命付けられているのさ。

坂巻      あのさ、戦うために戦うのって良くないと思うよ。

矢田部    どっかの戦争オタクと一緒にするなっ！我々は、守るために戦うんだ。

坂巻      守るって、何を？

矢田部    それをこれから探すんじゃないか、なあ、カヤ。

カヤ      はい、隊長。

坂巻      いい根性してるよ。

矢田部    お前はどうするんだ。

坂巻      …うん。友達が世界一周旅行に出ているんだ。その人に会いに行こう

          かなあって。

矢田部    会って、どうするんだ。

坂巻      他人の振りして道を聞くんだ。

カヤ      はあ？

矢田部    行き先、わかるのか。

坂巻      わからない。

矢田部    へ？

カヤ      わかんなくて、どうやって会うの。

坂巻      絶対会えるよ。だって地球は丸いんだから。

矢田部    …お前もいい根性してるよ。

坂巻      お互い、どうかしてるよね。

矢田部    まったくだ。

                  三人、笑い合う。

矢田部    さあ、行こうか。

カヤ      はい、隊長。

坂巻      バスの時間まで二時間もあるよ。

矢田部    そんなに待てるか。思い立ったら即実行！なあ、カヤ。

カヤ      はい、隊長！

                  歩き出す二人。

坂巻      歩いて行くの！？

矢田部    もちろん。

坂巻      今日中に、山、降りられないかもしれないよ！

矢田部    その時はその時だ！なあ、カヤ！

カヤ      はいっ！隊長！

                  矢田部、カヤ、去る。声だけが小さくなっていく。

                  間。

                  空を見上げる坂巻。

　　　　　　　　　音楽。

坂巻      …空。あの空のちょっと向こうには、明日なんて無くて、僕は高い山 

         のてっぺんで、青い世界を探してる。ここは空に近くても、もうちょっ

          とだけ低いから、明日を歩くおまじないをしよう。太陽が沈む頃、宇

          宙が降りて来る頃、僕は、呪文を唱えよう。

                  坂巻の周りに、幾つもの空間。

                  人々、現われる。

                  それぞれが、明日を見つめ、呪文を唱える。

全員      「明日は、何しようか」

                  光が、人々の顔を照らしていく。

                  眩しげにそれを浴びる人々。

                                              －ＥＮＤ－

